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	鶏卵の偽装表示と賞味期限

鶏卵は我が国の献立には欠くことの出来ないものであり、一人当たりの消費量は世界のトップクラスです。１月１１日、京都府の養鶏生産組合が約半年前の鶏卵を、採卵日を偽装し、賞味期限をつけて販売したとの報道がありました。そこで、その事件の概要、経過と賞味期限の設定根拠等をお知らせします。

我が国と鶏卵との関係
世界に多くの国がありますが、鶏卵を生で食べる習慣を持っている国民は我が国だけで、日常の食生活に大きく関わっています。消費量は、国際鶏卵委員会（ＩＥＣ：International Egg Commission）の2000年の統計では年間328個で、二位のフランス264個、三位の米国258個を大きく離し一位です。なお、統計にはありませんが、イスラエルが年間350個程度と考えらます。

事件の概要
京都府の養鶏生産組合が、平成15年６月19日に産卵した鶏卵が、価格下落のため56,000個が余り、冷蔵庫を借りて保管（２℃）していた。保管や廃棄に経費がかかるため、12月１日に外見上、異状がないので、通常の採卵後10日前後の賞味期限であるが、責任者が「問題ない」と判断した。一部に12月２日採卵、全部に12月11日賞味期限と表示して、新鮮な卵と併せて10万個を大阪府、京都府のスーパーや生協など７業者15か所に出荷した。出荷直後から「においや味がおかしい」との苦情が相次いだ。全出荷数10万2660個のうち3万9477個が回収されなかった。

経  過 （新聞等を参考による）
12月９日　主たる販売者であるＫ生活協同組合が、組合員へ「お詫び」を配布した。

翌日10日　大手Ａ新聞が地域版で報道。同日Ｋ生協はホームページに「お詫び」を掲載。

京都府は、①残品から食中毒菌が検出されず　②卵は調理する場合なら、チルド状態で５、６ヶ月は保存できる　③食品衛生法では卵は賞味期限表示が義務付けられているが、日数は業界の判断に任されている　④採卵日表示の法的規定はない　ということで、処分について「厚生労働省と十分協議したうえで、『違法性はない』という見解」に至り、文書で品質管理の徹底を指導した。

　１月11日　大手Ｙ新聞が全国版で報道。「半年前の卵　日付偽装、５万個出荷、摂食者27人が腹痛や下痢などを訴える」

　１月13日　厚生労働大臣「食品衛生法に違反しているので、きちんと指導したい」

１月15日　養鶏組合「16日から31日までの間、自主的に営業を自粛する」との文書を取引先に配布
　１月20日　京都府　食品衛生法第11条２項の表示違反として１週間の営業停止処分

京都府は問題が発覚した昨年12月には、厚生労働省と協議した上で行政指導にとどめていたが、国から異なった見解が改めて示されたのを踏まえ、同法違反と判断した。処分の理由は「半年間も保存した卵を科学的、合理的根拠もなく、10日以上の賞味期限を設定して販売した」で、１週間という営業停止期間に関して「長期保存した鶏卵の一部について品質劣化の恐れがあるものが出荷された」ことを重く見たとし、食中毒事案などの３日間よりも長く設定した。 ただし、食中毒菌が検出されず、健康被害も確認できなかったことから、国と協議して刑事告発はしない。 
食品衛生法第１１条（表示の基準）

　第２項　前項の規定により表示につき基準が定められた食品、添加物、器具又は容器包装は、その基準に合う表示がなければ、これを販売し、販売の用に供するために陳列し、又は営業上使用してはならない。
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	鶏卵の賞味期限
  食品衛生法では

「生食用であっては、生食しても食品衛生に問題の生じることのない期限であって、かつ卵の品質の保持が十分に可能であると認められる期限を表示する。」となっており、保存方法〔お買い上げ後は冷蔵庫（10℃以下）で保存してください〕等と共に包装者等が表示する。賞味期限の設定は、生産者団体等の検討会が「鶏卵の日付等表示マニュアル」を定めています。

期限表示設定の背景
平成元年以降、全国的にサルモネラ・エンテリティディス（以下ＳＥ）による食中毒が多発し、その原因の多くに鶏卵が関連していました。そこで、平成８年度に三重県桑名保健所が厚生省の補助を受けて調査事業「サルモネラ食中毒の防止対策～卵関連の食中毒を防ぐために～」を実施し、全国の自治体からの「生の情報」を解析して、サルモネラ食中毒の防止対策をまとめました。

報告書の概要

ＳＥ食中毒の防止には、鶏卵自体の汚染を防ぐことが極めて重要である。しかし、現時点では、汚染卵を０にすることは難しいと考えられので、汚染卵に含まれるＳＥ菌量を増やさないことが極めて重要である。特に、流通対策は何らかの対応が必要である。常温での流通期間が長くなる場合には、汚染卵ではＳＥの増殖を招き、健康卵では新たにＳＥ汚染を受ける可能性が高まる。

厚生省の対応

平成９年６月２日に、桑名保健所長が、急増していたサルモネラによる食中毒対策を検討していた厚生省食品衛生調査会食中毒サーベイランス委員会で説明。検討結果、同年９月２日に鶏卵の安全性を確保するために、品質保持期限（賞味期限）の表示を義務付ける方針が決まりました。
それを受けて、鶏卵日付表示等検討委員会（社団法人日本養鶏協会等10団体）が設立され、平成10年６月１日に「鶏卵の日付等表示マニュアル」を定めました。

生食の賞味期限の設定根拠

鶏卵を生食できる期限の算出根拠：卵黄膜は保存温度及び保存期間と一定の関係で弱化し、弱化が進むと卵黄成分（鉄、脂質等）が卵白への移動起こし、細菌がある場合、急激に増殖する。

計算式  Ｄ＝86.939－4.109Ｔ＋0.048Ｔ２

Ｄ：卵黄膜が弱化して細菌が急激に増加が起こるまでの日数＝販売期間　　Ｔ：保存温度

保存温度が28℃（夏季）ですと９日となり、今回の２℃ですと78日になります。

生食の賞味期限

販売期間に家庭での冷蔵保存期間（７日）を加えた期間

生食の賞味期限（Ｓ）＝　販売期間（Ｄ） ＋ 家庭での保存期間(冷蔵庫保管:１０℃以下､７日)
    賞味期限のほかに次のことも記載することになっています。

    保存方法：冷蔵庫（10℃以下）で保存してください。

    使用方法：生食の場合は賞味期限に使用し、賞味期限後は十分加熱調理してください。

通常包装者は採卵日からの賞味期限を14日程度としていますが、この日数に家庭での冷蔵保存期間が入っていることを知らない販売者、消費者が極めて多い。そして、平成10年には、将来的には冷蔵で流通させることとなっていますが、未だ具体的にはなっていません。

  今回の事件でサルモネラ汚染卵なくて本当に幸いだったというのが、私の感想です。しかし、いくつか気になることがあります。

外観上は良好であったというが、卵内の状態はどうであったか？

卵黄膜の弱化により細菌の増殖あるいは卵外から細菌が侵入していたのではないか。

  以前からこのような保管方法、その後に採卵日、賞味期限を表示していなかったのか？

　採卵日の表示は偽証である   景表法第４条（不当な表示の禁止）

  何時、流通段階での冷蔵保管が徹底されるのか？（農水省サイドでの強い指導が必要）

    養鶏数1000羽程度へは、ＧＰセンターは週２日程度しか集荷に行っていないのが現状
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